



























































































[æ]、b は [b]、c は [k] などのように、単語の中に
あって最もよく読まれる読み方を指導する。アル
ファベットの文字と基本的な音の単位（音素）が
結びつけられるようになると、たとえば cap は 










































































1 名、マスコミュニケーション学科 4 名、情報文
化学科 15 名の計 39 名、学年別に見ると、4 年生























































































た（ステップ 6 および 7）。パターンとパターン
クラスター（実例群）はパターンシート別に資料
2 に示す。
パターン 1 ： 発音の仕方を学ぶことは英語への
興味・楽しさに通じる
パターン 2 ： 英単語が読めるようになった
パターン 3 ： 英語らしく読めるようになりたい
パターン 4 ： 英語で歌うのは緊張するが楽しい
パターン 5 ： 発音記号に興味・関心をもてるよ
うになる
パターン 6 ： 英語の発音ができることの重要性
がわかる




シートは作らず、パターン 1 とパターン 2 のクラ
スターを交差させるときは、「1 × 2」として、気




























































































































































































































（ 2 ） 例えば cake の場合、[keik] の [k] が頭子音で
[eik] が韻である。
（ 3 ） 内在化とは、心理言語学的観点からは、「語彙・
語彙チャンク・文法などの言語情報やその他の情
報を、知覚・理解し、長期記憶に転送・格納して、







































































































































































パターン 3 英語らしく読めるようになりたい 単語が読めるようになりもっとすらすら言えるようにな
りたいと思う
パターン 4 英語で歌うのは緊張するが楽しい 単語が読めるようになり英語の歌が歌えて楽しい
パターン 5 発音記号に興味・関心をもてるようになる 単語が読めるようになり、発音記号に興味がもてる
パターン 6 英語の発音ができることの重要性がわかる 単語が読めるようになり発音できることの価値がわかる
パターン 7 英語授業へのイメージが変わる 単語が読めるようになり英語への苦手意識がなくなる
